


目的
PSMA PET/CTのsRT前使用が、BCR前立腺癌患者の全生存率を改善に寄与するかを検証　 

方法 
 
手術後BCR PSA 0.2-1.0ng/ml 
sRT完了後5年までの全生存率を比較 
bRFSは副次的なアウトカムとして評価 
デンマーク全土の2015年から2023年までにsRTを受けた全患者のreal Worldデータが使用 
sRT前にPSMA PET/CTを受けた群（308人、36.5%）と受けなかった群（536人、63.5%）に分類 

対象   

2015-2023 
デンマークのReal World 
(国民皆保険) 
手術後BCR 

結論   

sRTを受けるBCR前立腺癌患者において、治療前にPSMA PET/CTを行った患者の方が、行わなかった患者よりも全生存率が向上 

研究の限界 

・前向き研究ではない 

・PSMA PET/CTで前立腺床外にPSMAの取り込み→sRTの対象外の可能性 

結論   

sRTを受けるBCR前立腺癌患者において、治療前にPSMA PET/CTを行った患者の方が、行わなかった患者よりも全生存率が向上 

→ 

sRT前にPSMA PET/CTを受けて前立腺床外にPSMA取り込みがなかった患者は、 PSMA PET/CTを受けずにsRT施行した患者と比
較して、全生存率が向上

・PSMAPETで転移が見つかった患者は他の治療に進んでるんだよね？ 

・デンマークはPSMA治療もやってるのかな？（未承認のようです2025年８月現在）


